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※旬の自然情報についてはお気軽にスタッフまでお尋ねください。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

■ヒシクイ■マガモ■キジバト■アオサギ■タンチョウ■クイナ（4/27 初認）■ツツドリ（5/13 初認）■オオジシ

ギ（4/21 初認）■タシギ■トビ■チュウヒ■アリスイ（4/29 初認）■コゲラ■オオアカゲラ■アカゲラ■ハシボソ

ガラス■ハシブトガラス■ハシブトガラ■ヒガラ■シジュウカラ■ヒヨドリ■ウグイス（4/17 初認）■エナガ■エゾ

ムシクイ（4/27 初認）■センダイムシクイ（5/4 初認）■ゴジュウカラ■キバシリ■ミソサザイ■ムクドリ■アカ

ハラ（4/21 初認）■ノビタキ■オオルリ（5/3 初認）■ニュウナイスズメ（5/1 初認）■ビンズイ（4/25 初認）

■カワラヒワ（5/10 初認）■マヒワ■ベニマシコ■カシラダカ■アオジ■オオジュリン

～温根内探勝木道周辺の野鳥～

【ウグイス】　夏鳥

ウグイス科　鶯

日本三鳴鳥の一つウグイ

ス。誰もがこのさえずりを

聞くと春の訪れを感じると

思いますが、姿を見つける

のは難しい鳥です。

【アオサギ】　夏鳥

サギ科　青鷺

「グワァッ…」という大き

な鳴き声が特徴のアオサ

ギ。釧路湿原で見られるサ

ギの仲間では最もポピュ

ラーな種です。

【ノビタキ】　夏鳥

ヒタキ科　野鶲　　　

ヨシ原で複雑な声でさえ

ずっています。枯れヨシの

先に度々止まってくれるの

で、写真撮影にはもってこ

いの野鳥です。

【ベニマシコ】　夏鳥（一部

越冬）アトリ科　紅猿子　　　

「ピッポ、ピッポポ」の声

が今年も温根内に帰ってき

ました。赤い胴体の個体は

オスで、メスは地味な色を

しています。

○温根内探勝木道周辺で観察された鳥 (4 月 15 日～ 5 月 14 日 ) ※和名は日本鳥類目録第 7 版の順

○温根内探勝木道周辺で観察された花（4 月 15 日～ 5 月 14 日）※和名は五十音順

釧路湿原にも春がやってきました。湿原や丘陵地では毎日のように野鳥の鳴き声で賑わっています。オオジシギの元気なディ

スプレイフライトも見られます。木々の葉が生えそろう６月半ばまで見通しやすく、バードウォッチングには今が最適の時期

です。また、観察には早朝がおすすめです。ビジターセンター（開館は 9 時）では双眼鏡を無料で貸し出しております。

■アキタブキ■イヌコリヤナギ■ウスイロスゲ■エゾエンゴサク■エゾオオサクラソウ■エゾネコノメソウ■エゾヒ

メアマナ■エゾヤマザクラ■エンコウソウ■オオバタネツケバナ■オオバナノエンレイソウ■カブスゲ■ガンコウラ

ン■キジムシロ■キタミフクジュソウ■キヌヤナギ■ケヤマハンノキ■セイヨウタンポポ■タチヤナギ■チシマネコ

ノメソウ■ツボスミレ■ツルスゲ■ナガバヤナギ■バッコヤナギ■ハンノキ■ヒメイチゲ■ヒメシャクナゲ■フデリ

ンドウ■ホロムイツツジ■ミズバショウ■ミツバツチグリ■ミミナグサ■ミヤマスミレ■ヤチヤナギ■レンプクソウ

■ワタスゲ

〇「春の足音を聴きに行こう」4 月 16 日　参加者：16 名

パークボランティアの若山公一氏を講師として、一見地味で何もない

ように見える湿原の春の足音を聴きに行くイベントを行いました。温

根内 VC リニューアル後、初めての自然ふれあい行事にふさわしい

晴天となったこの日、湿原入り口からエゾアカガエルたちが賑やかに

参加者を出迎えてくれました。芽吹き始めたカラフトノダイオウを観

察したり、厳しい環境のミズゴケ湿原に生きる植物たちの特徴を学

んだほか、観察中の節目にはクイズを設け、参加者らも目を輝かせて

挑んでいました。

☆☆☆☆自然ふれあい行事が開催されました☆☆☆☆
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（3 月～ 11 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

～ボランティア写真展開催中～

ビジターセンターの展示スペースでは、

現在釧路湿原のパークボランティアさ

んたちが撮影した、自慢の写真を展示

しています。ぜひご覧ください。

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪新緑の湿原 野鳥観察会

　〔日時〕6 月 3 日（土）10：00 ～ 12：00　　〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　　　　　　　　　　　   〔集合場所〕憩の家かや沼駐車場

○温根内ビジターセンター　⇒お申し込み☎ 0154-65-2323

♪初夏の花を見に行こう

　〔日時〕6 月 4 日（日）10：00 ～ 12：00     〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　 　　　　　　　　　　〔場所〕温根内ビジターセンター

釧路湿原はいよいよ本格的な花のシーズンが到来です。今しか見られない初夏の湿原を彩

る花々を観察するとともに、その生存戦略についても見てみましょう。

〇「春の花を見に行こう」5 月 7 日　参加者：16 名

春の花が咲き始めるこの日、植物の専門家である大西英一氏を講師

としてお招きし、湿原とその周辺で息づく植物を観察する会を行いま

した。湿原にはエンコウソウがちらほらと咲き始めていたほか、カキ

ツバタやミツガシワの蕾なども観察でき、これから彩りをみせる花に

思いを馳せました。また、カブスゲやワタスゲなどの目立たないがこ

の時期にしか見られない花についても解説をしていただきました。観

察会の途中、アメリカミンクが参加者の列の足元をスルリと通り抜け

るという、ちょっとしたハプニングもありました。

釧路湿原が国立公園に指定されて今年で 30 周年を迎えます。これを記念して、温根内ビジターセンターと塘路湖

エコミュージアムセンターの合同企画で「釧路湿原クイズラリー」を開催します！

☆ルール☆　両ビジターセンターに、クイズが書かれた台紙を用意しています。台紙にはそれぞれの施設を訪れない

と答えが分からないクイズが書かれています。両方の施設を訪れてクイズに解答し、各ビジターセンターの指導員

に見せてスタンプを押してください。すべてのクイズに解答してくれた方に、30 周年記念限定の景品を差し上げま

す。なお、訪れる施設の順番は問いません。台紙は６月１日 ( 木 ) から 1,000 枚限定で用意

していますのでお早めに！ただし、台紙の配布は 1 人につき 1 枚とさせていただきます。

詳細はホームページ、Facebook でもお伝えする予定ですのでチェックしてみてください。

開催期間：平成 29 年 6 月 1 日～８月 31 日　※台紙はなくなり次第、配布を終了します。

釧路湿原国立公園指定３０周年記念企画

釧路湿原クイズラリー
 開催！温

根
内ビジターセンター ・ 塘路湖エコミュージアムセンタ

ー
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